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令和６年（２０２４）年４月７日版

人吉・球磨地方への人道爆撃と伝単 その２

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 髙谷 和生

１ 紙の爆弾「伝単」とは
□伝単（でんたん）とは「戦時において敵国の民間人、
兵士の戦意喪失を目的として配布する宣伝謀略用の
印刷物（ビラ）。その語源は物事を伝える紙片とい
う意味の中国語」である。情報戦・心理戦でのプロ
パガンダリーフレットと言える。

□「第二次世界大戦では、各国とも数千万枚とも数億
枚ともいわれる伝単を印刷し、飛行機を用いて広域
に散布」している。「日本上空の制空権を握ったアメ
リカ軍は、４５年５月以降連日Ｂ－２９爆撃機等で、
軍閥や政府への批判、日本軍の窮状等の大量の宣伝
ビラを散布した。これを拾った者は憲兵や警察へ届
けることになっていたが、日本の民衆心理に効果を
あげたという。特に空襲の目標となる都市への「事
前警告ビラ」は、確実な予告ビラであり、リアリテ
ィに富み、日本国民の戦意を急激に低下させたとさ
れる。

２ 県内各地に投下された太平洋戦争末期の「伝単」
□県内では、これまでに太平洋戦争末期において、熊本市３種と天草市２種での「伝単
５種類」が確認されている。また、玉名市・菊池市でも投下証言が聴取されている。
詳細は髙谷報告「熊本に投下された紙の爆弾“伝単”」を参照

□昭和二十年八月十二日熊本日日新聞に「熊本市に紙の爆弾 傳単の内容を喋れば厳罰
敵の思想謀略」の記事が掲載される。熊本市内での伝単投下を、８月１０日「第２回
熊本大空襲」当日が「初投下」であると報じている。

□「米国公文書館所蔵 National Archive RG496, Entry441, Box2714」
によると、熊本市への投下は８月９日「１３７－Ｊ－１」が25,000枚、「１５２－Ｊ
－１」が75,000枚、翌８月１０日「１５２－Ｊ－１」が85,000枚と215,000枚が記録

写真１ 日本本土に投下された「伝単・日本国民に告ぐ

第１回投下資料（２１０６番）」 髙谷和生所蔵

写真２ 熊本で実際に投下された「伝単 二種」 両資料ともに右側が「現物」、左側が「複写」である。

上段①「無条件降伏の意義」伝単 下段②「ポツダム宣言」伝単 熊日新聞社新聞博物館所蔵

上段は、「無条件降伏の意義」伝単（１３７－Ｊ－１）、横１５cm×縦１０cm、二色印刷。日本国民に向け

ての「長びく戦争の無意味さを伝え、日本国民の滅亡を意味する」と記している。

下段は、「ポツダム宣言」伝単（１５２－Ｊ－１）、横２０cm×縦12.5cm。ポツダム宣言１３項目を解説し、

「合衆国等の各政府が、日本に対して布告した合同最後通牒の要旨」と記されている。また、手書きで

「本書ハ昭和二十年八月六・七日頃ヨリ敵機ヨリ投下シタルモナリ」「廣島ハ八月五日 長崎ハ八月

八日曝彈投下」と添え書きされている。
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されている。両日ともに沖縄極東航空軍のＢ２４・Ｂ２５機によるもので、総数は
実に「４０万枚」である。
また、川尻・宇土・松橋にもＢ２５機により「１３７－Ｊ－１」が「30,000枚」、

「１５２－Ｊ－１」「75,000枚」が投下された記録が残されている。
□敗戦間際での両地区だけでも、米軍資料では「５０万枚」の伝単投下がなされた。

３ １９３８(昭和１３)年５月の人吉・球磨地方への人道爆撃と伝単投下
（１）昭和１３年の概況
□１９３８(昭和１３)年は、国内では四月一日「国家総動員法」の公布により、本格的
戦時体制が確立される時期で、日本と中国の間で緊張が高まり、軍事的な衝突が頻発
していた。一月十一日の御前会議では「支那事変処理根本方針｣を決定し、中国国民
政府が日本に和を求めない限り、これを相手としないことなどを明記した。十月二十
七日には、日本軍が武漢三鎮を占領。既に日本陸軍は中国戦線に２３個師団(７０万
人)の兵力を投入、日中戦争は戦略的対峙の段階に入っていた。

□県内では、日中戦争において陸軍戦車隊長西住小次郎中尉が徐州で戦死。のちに「軍
神西住戦車長」などと謳われる。またガソリンは切符制に、木炭バスがお目見えする
など、戦時体制が徐々に強化された。

（２）概要と報道記事
□日中戦争中の１９３８年(昭和１３年)５月２０日、中華民国空軍に所属する２機の１
３９ＷＣ（Ｂ－１０Ｂ）が「寧波基地」から日本の九州上空に飛来した。爆撃機から
は、日本人反戦同盟を組織していた「鹿地亘」作成によるビラが散布された。当初は、
フランス人義勇パイロットの操縦で鹿児島に焼夷弾を投下する計画であったとされる
が、重量と航続距離の関係で往復できないために却下され、ビラ投下にとどまった。
日本本土に敵国の軍用機が侵入した史上初の事例となった。

□九州日日新聞・昭和十三年五月二十二日
「二十日午前四時十五分ゴロ、熊本県球磨郡黒肥地村須山の農業源島芳治（四五）」
ガ自宅デ洗面中、突然一機ノ国籍不明ノ飛行機ガ飛来シ、数枚ノビラヲ散布シタ」「拾
ッテ見ルトビラニハ“日本工商業者に告ぐ”」トノ文意ノビラヲ始メ“日本労働諸君
に告ぐ”“日本農民大衆に告ぐ”“日本政党人に告ぐ”“日本人民に告ぐ”トノ意味ノ
激シイ反戦ビラダッタノデ直チニ所轄ノ多良木署ニ届ケ出タ」とある。

□東京朝日新聞・昭和十三年五月二十一日
「支那？怪飛行機 九州ニ現ル 反戦ビラヲ撒キ遁走」の見出しで報道

□『水上村史』・『湯前町史』
「五月二十日午前四時十五分頃、中国軍の飛行機一機が、黒肥地村須山地方の反戦ビ
ラを撒いて飛び去って行ってからは、いよいよ灯火管制が強化され始めた」

資料１：左「昨朝、熊本県下へ 怪飛行機飛来す」九州日日新聞 昭和十三年五月二十二日

資料２：右「襲来の敵機、逃避して 吾れに何等の被害なし」九州日日新聞 昭和十三年六月一日
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（３）中国軍による爆撃、航路
『特高外事月報』により、中国軍爆撃機の航路を示す。

（４）中国軍爆撃機
□本地に伝単を投下したのは、「馬丁式重轟炸
機（馬丁はマーチンの音訳）」である。

□マーチン重爆撃機Ｂ－１０（Martin B-10 ）
は、アメリカのマーティン社が開発し、ア
メリカ陸軍航空軍などで運用された爆撃機。
アメリカ陸軍航空軍が採用した、初の全金
属製単葉爆撃機である。

□マーチン社の自主開発機として、１９３０
年より開発が開始され、胴体内に爆弾槽を
設けた全金属製の双発機で、当時としては
斬新なスタイルだった。

□諸元は、全長１３．６３ｍ、全幅２１．
６０ｍ、エンジンＲ－１８２０－３３空冷
９気筒 ７７５ＨＰ×２、最大速度３４３KM
／Ｈ、航続距離１９９６KM、爆弾１０５０KG、乗員４名である。輸出型は社内名称で
「１３９Ｗ型」と呼ばれた。

□爆撃機からの投下手段は、４５年米軍が行なった通称「伝単爆弾（Ｔ１弾等）」によ
るものではなく、爆弾倉を開放しての「手撒き」によるものと想定される。

３ 人吉・球磨地方投下の「伝単」の概要
（１）投下伝単の概要
□人吉・球磨地方等に投下された伝単概要については、明治大学情報コミュニケーショ
ン学部助手の小谷怜央氏論考「初期本土空襲から見る日本の防空体制における問題と
限界－１９３８年の九州への中国軍機来襲を中心に－」及び昭和十三年五月二十一日
「怪飛行機、反戦ビラ撒ク」九州日日新聞等による。

□ビラ概要は、石堂清倫解題『外事警察概況』第４巻４９７頁に収録。「日本各政黨人
士に告げる 中華民國國民外交協会」を参照する。

□ここで投下された中国軍伝単は、資料４「日本人民に告ぐ」(パンフレット・冊子形
式）、その他リーフレット形式の「日本農民大衆に告ぐ」、資料３「日本労働者諸君
に告ぐ」、「日本工商業者に告ぐ」、「日本各政党人士に告ぐ」の５種類である。

□但し、配布枚数は「２０万枚」とも地元紙で記載されるが、詳細は調査中
□小谷怜央氏からは、以下の指摘をいただいた。
当時、武漢国民政府に亡命していた鹿地亘は、回想録の『抗戦日記』４５頁で、伝単
散布に向けて「ビラ六種を用意せよ」と命令を受け、上記５種に加えて「教育文化界」
向けの伝単を作成したことを言及。そのため、実際は教育文化界向けの内容が書かれ
た６種類目の伝単も散布されていたことも推測できる。。

□また、散布された伝単の要旨は、小谷怜央氏によると「農民や労働者等、呼びかける
対象に応じて内容は異なるが、軍閥の批判と打倒の呼びかけでおおむね一致している」
との事である。

□さらに、五月二十二日の九州日日新聞紙面では、文意は「矯激なる反戦ビラ」と記載
□「日本各政党人士に告ぐ」現物を確認中である。
鹿地亘資料調査刊行会編『日本人民反戦同盟資料集』第１０巻４９７頁に掲載済み

写真３ Ｂ－１０マーチン重爆撃機

著作権フリー素材より

資料２ 中国軍機爆撃航路表 小谷怜央氏論考「初期本土空襲から見る日本の防空体制

における問題と限界」より
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（２）現地での聞取り調査
ア 源嶋由紀氏宅での証言聞取り
□聞取り調査では、多良木町議久保田武治氏は令和６年３月２７日に、多田氏・淵上
氏・髙谷は、３月３１日に実施

□故源嶋芳治（げじま よしじ）宅は、球磨郡多良木町黒肥地栖山（たらぎまちくろ
ひじすやま）７４０６番地 ※新聞記事「須山」は誤字で、正しくは「栖山」標記

□芳治氏は、昭和４６年３月１０日没
□証言者「源嶋由紀氏・８５歳」は、芳治氏の息子文男氏の妻
□当時の栖山集落は、約４０棟。半林半農の集落で、村中央には球磨川支流牛繰川が
流れる。また、当時の本宅は解体され、旧井戸のあった所に、現家屋が建てられて
いる。さらに、北西側に清流の井手もあり、朝の洗顔等は両所で行なっていたと、
言う。

□ただし、父親芳治からは、伝単収集の事は一切聞いていない。関係する資料等も残
されていない。今回の調査で、伝単事柄を初めて知った。

□芳治氏死後でご遺詠は分家に移り、写真類も残されていない。

表１ 中国軍機投下伝単「印刷物

発見表」 小谷怜央氏論考

「初期本土空襲から見る日本の

防空体制における問題と限界」

より

写真４・５ 源嶋氏宅でのご遺族「源嶋由紀さん」からの聞取りの様子

写真６ 源嶋氏宅からの北西方向の山地側の風景 写真７ 旧黒肥地村栖山集落の現在の様子



- 5 -

イ 故渋谷敦氏（人吉球磨地方の名士・郷土史家）の証言
□地元新聞社である人吉新聞社「わたしを語る 球磨の夕映え」第５回に「球磨の空
に中軍機の爆音」として、当時様子が掲載されている。〇年〇月〇日に掲載

□渋谷氏は、当時旧制人吉中学校３年生
□「昭和１３（１９３８）年５月２０日、中間考査の勉強で朝４時、母に起こしても
らった私は、ふと遠い空に爆音を聞いた。当時、飛行機はまだ珍しい時代で、夜間
の飛行など聞いたこともなかったことから、気になった。そのころまだ若かった母
と二人顔を見合わせ、勉強そっちのけで、耳を澄ます。確かに爆音で、高高度を西
から東へと飛んでゆく、やがて聞こえなくなって、しばらくすると、５月の夜明け
の澄明な空に、再び爆音が聞こえて、今度は東から西の空へ長く尾を引いて消えた」
と証言されている。

４ まとめ
□昭和１３（１９３８）年、日中戦争での徐州会戦での戦勝に浮かれ、交戦国航空機に
侵入され、防空体制をとれずに、空襲警報さえ鳴らせなかった本空襲は、日本空襲史
の重要な事件である。

□また、物理的被害も無かったことから、報道では「伝単投下の影響は一切ない」とし
て「一笑に付し」て事件を軽視したことが、防空体制等の不十分さとなり、その後の
本格的な本土空襲につながったのではなかろうか。

□人吉・球磨地方への中国軍機による「伝
単」投下については、地元市民団体「人
吉球磨の戦争遺跡を伝えるネットワー
ク」の多田喜一郎・淵上公典氏及び多良
木町議久保田武治氏から、各種情報を提
供いただいた。また、該当の市町村教育
委員会文化財部局等からも、引き続き情
報を収集している。

□中国軍機による伝単投下については、当
時多良木警察署の届けられた「球磨郡多
良木町（旧黒肥地村）栖山（すやま）集
落」周辺部を中心として、１９３８年の
「人道爆撃・伝単投下の記憶」、当地で
の「防空体制状況」が、どの様に「後世
に継承されたか」を、現在も調査中であ
る。

□また、地元にさらに残されていたとされ
る「伝単」所在も確認中である。

□さらに、航路にあたる芦北地方に、調査
範囲を広げ証言収集を行なう予定であ
る。

連 絡 先
□くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷 和生
個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８

Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ https://www.kumamoto-senseki.net/

資料３ 人吉球磨地方投下の伝単「日本労働者諸

君に告ぐ」 平和博物館を創る会『紙の戦争・

伝単－謀略ビラは語る』エミール社 1990年
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資料４ 人吉球磨地方投下のパンフレット形式の伝単

「日本人民に告ぐ」 平和博物館を創る会『紙の戦争・

伝単－謀略ビラは語る』エミール社 1990年より


